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　遺物整理作業の流れ

※文化財センター

文化財全般の整理作業を行っ

ています。

見学等のお問い合わせは、

狭山市教育委員会社会教育課

（04-2953-1111 内線 5674）

までお願いします。

①遺物の到着
　現場から、袋に入った遺物が届きました。
　出土場所ごとに分けられています。 ②確認

　袋を開けて乾かしつつ、何が入っているかを確認
　します。

③水洗い
　ブラシで、泥だけををきれいに落とします。土器
　に漆やススなどの付着物がないか確認し、あった
　場合には残しておきます。

④乾燥
　洗った遺物をザルに広げ、しっかり乾かします。

⑤注記
　遺跡名・調査次数・遺構番号・出土位置を、土器
　片ごとに書き入れます。 ⑥分別

　土器の素材・焼成方法・色・予想される器の形を、
大きさで分けていきます。

⑦接合
　同じ土器と考えられる破片同士を探して、合わせ
　ます。 ⑧復元

　接合し、足りない部分は石膏を入れます。

須恵の坏

平瓦土師の甕

ここで墨書土器（墨で文字が書かれた土器）
が見つかったりします。

土師の甕土師の甕

付着物がある場合は、陰干しにします。

いかに小さく見やすく書けるかが、腕の見せどころ！

土師の
甕かな…？

蓋っぽい？
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石膏は、保存目的なら色は塗らず、展示目的だと着色
することもあります。


